
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●A職員（男性） 

 

①ソフィット＋パット 

・パットをしていることで違和感がある 

・挟んでいるという感じがあり、足を閉じにくい 

・排尿していないにも関わらず、蒸れているように思う 

・トイレ排尿は無難に行えた 

・座位姿勢では臀部が圧迫され、股ずれが起きそうだった 

・パットを抜いたあとも違和感がある 

 

②リハパン＋パット 

・ソフィットよりもフィット感がない 

・お尻が痛い 

・トイレ排尿には時間がかかり、難しい 

 

③リハパンMサイズ 

・適度なフィット感がある 

・挟んでいるという感じは少ない 

・排尿に対して不安が少ない 

●B職員（男性） 

①ソフィット+パット 

・リハパンと比べるとお尻周りの感覚は、普通の下着着用時とあまり変わらず、着用し

ている姿や周りの目を考えた場合もリハパンと比べても抵抗なく履ける。 

・実際に排尿することを考えた時に、リハパン（+パット）であれば、「気持ち良くはな

いけど、漏れる心配はないだろう。終わったら捨てて履き替えよう」という気持ちで排

尿できるが、ソフィットは、「パッドがずれていたら…」、「パッドから尿が浸みていか

ないか…」等、初めてリハパンで排尿した時以上に抵抗があった。 

・リハパンは排尿後に履き替えるという動作が必要なのに対して、ソフィットはパット

だけを交換すれば良いので、動作の面でも負担が少ない。 

・尿量に合ったパッドの選定や、しっかりパット内で排尿できるようになれば、リハパ

ン着用に抵抗がある人や尿失禁が始まった人へは受け入れてもらいやすいかもしれ

ない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●C職員（女性） 

①ソフィット＋パット 

・歩きづらい 

・パットがずれていないか不安がある 

・股にこすれるような痛みがある 

・リハパンを履いている時よりは違和感はない 

・パンツ型なので、パットをしているということが周囲に分かるのではないかという不

安は少ない 

 

②リハパン＋パット 

・周りから見てリハパンを履いているということが見て分かるのではないかと不安に思

う 

・ごそごそして締まりがない感じがする 

・腰痛 

・歩きづらい 

・気になって寝付けない（寝る時から着用） 

 

③リハパン 

・パットなしの方がずれたりしていないかを気にしなくてよいので気持ちが楽だった 

・周りから気付かれるのではないかという不安は変わらずある 

・履いているとあたたかい 

・慣れてくると履いていること忘れていた 

 

どのパターンでもやはりその中に排泄することは拒否感を覚えた 


